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表１　セルフトークൎߞߚ㧛⦟޿ࡄࡈࠜ࡯ࡑࡦࠬᤨߩ⸒⪲ ⽶ߌߚ㧛ᖡ޿ࡄࡈࠜ࡯ࡑࡦࠬᤨߩ⸒⪲޿ߕ߹࡮ޓᔃή࡮࡮߅߽޿߈ߞߡ߿ࠆ ࡮߽߁ߛ߼ߛ޿ᒝ߇ജ࡮ߟൎ࡮࡮⥄ಽ߇৻⇟✵⠌ߒߡ޿ࠆ ࡮ߎࠊ޿࡮వߦᛛࠍ߆ߌࠃ߁ ࡮ᛛࠍ㄰ߐࠇߘ߁޿߫߿࡮ࠆߍᛩ࡮ ޿ࠆߛ࡮ࠆߌ޿࡮ ޿ߊߦࠅ߿࡮ࠆߡൎߦኻ⛘࡮















分析を行ったところ，群の主効果のみ有意な差が認められた（F （2,21） = 3.67, 
p<0.05）。そこでBonferroni法による多重比較を行った結果，PSGとNSGで有




















13.63, p<0.01），期間（2）×群（3）の交互作用も認められた（F （2,21） = 6.12, 
p<0.01）。そこで単純主効果検定を行ったところ，群における期間で有意な差が
認められ（F （1,21） = 13.63, p<0.001），また期間における群で有意な差が認めら
れた（F （2,21） = 3.27, p<0.05）。そこで，Bonferroni法による多重比較を行った
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